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星野空外絵画資料 ･整理報告
一 明治から大正初めまで 一

大須賀 潔

明治44年 3月の京都市立絵画専門学校第-回卒業生である星野寓次郎 (明治21年一昭和48年)は､空

外の号で在学中から文展に出品､第7回文展では､三等賞も得ているO当時の学校仲間による研究B]体

にも参加して､京都では､将来ある青年画家として期待を集めた一人であった｡よく灯られている 『国

画創作協会』は､同じ第一回の卒業生たちによる評価の高い新日本画運動であった｡空外は､そこには

参加せずに､また別の画家としての道を歩んだ｡文展や帝展で活躍しながら､空外は大正期後半の頃か

ら画壇を離れた生き方を選んでいったのだが､終生一人の画家として生きたことは､残されたたくさん

の写生帖から証明されることである｡幼少から最晩年までの写生頬が一括して保存されていたので､そ

れを調査 ･整理することによって､ 『国画創作協会』の仲間とは別に近代日本の特徴的な時代を生きた

一人の画家をめぐって､絵画制作の本義的な意味を考える機会を得たいというのが､今回の整理報告の

もうひとつの願いである｡

主要項目;星野空外､京都市立美術工芸学校､京都市立絵画専門学校､文展､帝展､写生帖

〟ResearchReport;KuugaiHoshino'sSketchesandDrawlngS

-FromMeijitoEarlyTaishoEra-

By KIYOSHIOHSUGA

ManjirouHoshino(1888-1973),hisartistnameiskuugai,graduatedattheKyotoshiritu

KaigaSenmonGakko(KyotoCitySpecialistSchoolofPainting)asoneofitsfirstalumniin

1911(Meiji44thyear).Sincethen,thespecialistschoolthatisnamedKyotoCity

UniversityofArtsatpresenthaveproducedagreatnumberofgoodartistsundertraditional

educationbymanyprominentartistsinKyoto.Itwasadmirableandhigh-estimatedeventthat

thefamous"KOKUGA-SOUSAKU-KYOKAI"mouvement,whichprofoundlyinfluencedmodern

developmentofNIHONCA(Japanesestylepainting),formedbythefirstgraduatemembers.

ActuallyKuugaiHoshinodonotparticipateinthemouvementandtakeadifferentwayofart1

life.

Neverthelesshealsostartasatalentedyoungartistsameasotherthefirstalumi,Wecan

notsayhesucceedinmodernNIHONGAworld.Buthehadmadeaplentyofskechesanddrawings

throughoutallhislife,whichisdonnatedtoouruniversity.Thisisaresearchreportof

thosepictorialdescription,justthepartsofMeijiandearlyTaishoera.Withthisinves-

tigating,Wewillfindanartistwholivehisownoriginalart-worldthatleadustothink

overthetruesenseofbeingartist.

Key Terms; Hoshino Kuugai, Ky oto MunicipalSchool of Arts and Crafts, Ky oto C ity Specia lis t

School ofPainting, Bun-te n, Te上- ten, S kechesandDrawings.
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は じ め に

星野空外､本名､蔦次郎は､明治44年3月の京都市立絵画専門学校第-回の卒業生である｡よく知ら

れているように､この時一緒に卒業した､入江幾次郎 (波光)､榊原春之助 (両村)､榊原安造 (莱

峰)､松宮実 (左京 ･芳年)､村上震- (華岳)､別科から､小野英吉 (竹喬)､土田金二 (麦俸)､

の7名のなかに後年の 『国画創作協会』の結成メンバーたちがいる｡そこに参加していないのは､榊原

雨村と松宮芳年､そして､星野空外であった｡雨村は､当時の文展に入選歴を持っていないことが理由

かもしれない｡芳年は､文展に連続入選を続ける一方で､美工時代の仲間たち､平井楳仙､山内臥雲ら

と､研究団体 『桃花会』を明治42年に作って展覧会を開く程に活動していた｡空外も､紫峰や撃岳､波

光たちが出品した明治45年や大正2年の 『桃花会』展に出品している｡芳年や空外たちが 『国画創作協

会』に参加していないのは､別科にいた麦借や竹喬たちと親しく接する機会がなかったという程度のこ

と以外に､結成に賛成ではなかったとかの深い理由があったわけではないように思えるが､真実のとこ

ろは今は不明のままである｡

『国画創作協会』の麦億や竹喬､紫峰､波光は､日本画家として高い評価を得たO芳年も､後年は川

端龍子の 『青龍社』の社人として､昭和41年の没年まで制作活動を続けている｡雨村と空外は､やがて

展覧会への出品を断念し､いわゆる職業的な画家とは別の道を歩んだ｡しかし､少なくとも､空外は､

最後まで画家であり続けたと言っていい｡つまり､展覧会などに作品を発表する作家的な活動をする日

本画家という意味の画家ではなく､別の姿勢で､終生描くことを忘れず､描くことの初心を貫いた画家

という意味で一人の真性の画家であった｡展覧会への出品制作をやめた昭和戦後の写生帖がそれを雄弁

に物語っている｡孤高というのでもなく､昔の仲間たちの栄光とは別に､淡々と自分の描くことの道を

歩き続け､他の何のためにでもなくたくさんの写生帖だけを残した｡今日､絵画制作が商業主義に毒さ

れて本来の在り方を失いかけている時､そうした姿勢というのは､看過しがたい大切な意味を持つよう

に思われるし､写生作品としても独自の暖かな雅趣を備えた世界は充分注目に値する｡

今回の星野空外絵画資料の整理報告は､残されたたくさんの写生資料を整理することによって､他の

同級生たちとは違った道を歩んだ絵専の栄えある第-回卒業生の､画家としての生涯がどのようなもの

であったか､その実像の輪郭に少しでも近付くことができればと試みたものである｡しかしながら､内

容の確認と整理は､まだようやく20歳代の前半に至ったに過ぎない｡写生帖の背後にある時代的な状況

の推移も併せて見なければならないだろうし､全体的に総括するにはまだまだ不充分すぎるので､今回

は整理の報告にとどめ､空外の全体像については､整理が終わるまで保留しておくしかない｡その時に

は､資料の紹介展示とともに､再評価を世に問いたいと思う｡ここに星野空外の写生類や蔵書類も含め

て､関連する一切の貴重な資料をご寄贈頂いたご遺族に対し､深い感謝を表する次第です｡

なお､紙数の都合で残念ながら図版は割愛した｡整理段階までの略年譜を終りに掲げておく｡
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『星野空外絵画資料 ･写生帖』

作業は､まず制作年順に写生帖を整理し､内容を確認することから始めた｡空外本人が制作年を再表

記している場合が多く､制作年はかなり正確に整理できるが､よくあるように､一冊の写生帖が数年に

わたって使用されていることは､しばしばあった｡その際には､一番古い年代に従って整理をしている｡

各写生帖の題名は､空外自身は､単に写生帖としているだけなので､整理の都合上内容などから便宜的

につけたものである｡制作年不明のものも少なくなく､それらを含めて､帖仕立てになったもの､ノー

トを写生帖にしているものの全体の数量は､整理してみるとはぼ次のようになった｡

星野空外写生帖数量

昭 和 期昭和 2年 1 昭和 19年 63年 1 20年 14年 1 21年 1

7年 4 22年 28年 2 23年 19年 2 25年 210年 4 27

年 111年 1 30年 112年 4 32年 113年 1 39年 114年 3 42

年 115年 3 43年 117年 5 不明 218年 2昭和 合 計 55冊

総 計 147冊1 『美工入学』 明治34年 24.2×16.6cm 和紙 36紙､右綴じ

表紙 (｢黒番餅｣の菓子包み紙)､裏表紙 (和紙､裏から二枚目が表紙と同紙)共に墨

書なし2枚目 墨書 ｢伊国王女ヨランドマ-ゲリタ殿下 6.1901.｣の子供の墨写生

､写真からなのか､未確認である｡以下､写真からの西洋人物な

どがある｡10枚目 椅子に座る西洋人物､墨淡彩､ペン

書きのような墨の線である｡9/10枚目 墨書 ｢巴里風俗中京ノ/取引所/小山正太郎筆｣の西

洋婦人像の写し13/14枚目 墨書 ｢賓大二分ノー/六日篤｣の藤の花墨淡彩写生以下､縮図や ｢英国自転車

隊｣､ トラ､ライオ

ン､ワニなどの動物､竜図などが続く｡34枚目 墨書 ｢35年8月

12日｣の僧侶後姿の墨写生全体に縮図や写真からの写しが



11枚目 墨書 ｢明治35年 7月17日寓/本山若干寺瀧｣の墨淡彩写生

16/17枚目 墨の西洋人物写し

24枚目 墨書 ｢源鷹撃墓｣ ｢寛政7年乙卯7月17日卒｣の墓所墨写生

28/29枚目 武具の墨写生

37枚目 頼山陽の墓所墨写生

38枚目以後は､それまでも時々天地逆に使用されてきたのが､ずっと66枚目までの最後まで天

地が逆様に使用されている｡西洋人物など写真からの写しや､甲胃人物､玉泉の水鳥の模写な

どがある｡これらの中でも人物の写しは墨の線が濃淡なく細くペン書きのように見える｡

3 『美工習画』 明治35年 27.5×38.5cm 和紙 18紙､右綴じ

表紙､裏表紙ともなし｡

1枚目 墨書 ｢35.6.12入江一雄｣､朱書 ｢第21号｣の団扇

2枚目 墨書 ｢明治35年 5月27日写/星野蔦次郎｣､丸乙印あり

3枚目 墨書 ｢(赤貝蛤)/明治36年 1月14日寛之/平井秀三｣など

その他に第一軍従軍査報の挿絵写しなど､なお平井秀三は､後の平井楳仙であり､同級生であ

る｡入江一雄は､美工絵画科の一学年下の仲の良い友人であったようだ｡号を頓米といったが､

官展への入選歴はない｡

4 F美工花鳥』 明治35年 27.7×38.5cm 和紙 18紙､右綴じ

表紙 (反古紙)､墨書なし､裏表紙なし

1枚目 墨書 ｢明治35年 9月20日需之/星野寓次郎｣､蝶の写生

4枚目 紙背朱書 ｢図書保管第27号 (ウグイス/ルリ)｣

9枚目 墨書 ｢明治38年 3月10日寛之/しぎ･めす 星野寓次郎｣の写生､丸甲印あり

10枚目 墨書 ｢明治40年 3月7日駕/ををむ｣のオウム墨淡彩写生

11枚目 墨書 ｢明治3?年 5月28日 星野寓次郎｣のきじの細密写生､墨 ･淡彩､同じく12､

13枚日にも続く｡丸甲印あり

13枚目 紙背朱書 ｢図書保管/第17号 (きじ)｣

17枚目 川岸の舟の着彩写生､同じく18枚目も別の川岸の舟写生

他にも､ワシやウグイス､夕顔などがある｡課題の写生がまとめられている｡

5 『美工風景』 明治37年 44.0×33.0cm(最大部) 和紙 22紙､右綴じ

表紙､裏表紙ともなし｡

4枚目 墨書 ｢明治38年 8月10日夕/勝浦裏町ヨリ東ヲ望ミテ写ス｣の2紙にわたる墨着

彩海岸風景写生

5枚目 墨書 ｢フゲン/8月6日｣の山岳墨淡彩写生｡

8枚目 墨書 ｢雨中山上ニテ｣の松の墨写生｡

10枚目 墨書 ｢八ケ峯頂ヨリ/日本海ヲ望ム/37年11月8日午后 4時30分｣の墨淡彩風景

14枚目 墨書 ｢4月13日写生/伏見の町はずれ｣の2紙にわたる墨淡彩家並み写生

17枚目 墨書 ｢4月14日竹田乃ステーション前｣の家並み写生

21枚目 墨書 ｢11月9日/駒ケ恵｣の墨山岳写生

大小不揃いの和紙を綴じた写生集｡風景の他に､ガクアジサイやサルスベリなどの花があり､

賂乾の写生も三図ある｡37年と38年の墨書によって､ここに整理しているが､他の写生につい

ては､この前後のものと推定されるだけで正確には特定できない｡
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6 『美工本科』 明治38年 40.0×27.5cm 和紙 29紙､右綴じ

表紙 (和紙)､墨書 ｢明治38年5月製之/葛生/星野蔵｣ ｢バラ/スイレン､カワセミ､レン

シヤク､キンパラ､カナス､ヒバリ/バン､ムク､オシドリ/五ィ､セミ/ハギ､

カケス､ヒナ/カイツムリ､カヘル/サルスベリ､ トンボ/ヨムギ/フキアゲソ

ー/アサガホ/ケイト､ノギク､カヤツリ､ツユクサ/ククノキ､カタツムリ/

カキ､イナ/山キヤウ､ミソ-ギ/フヨウ/キク/リンダウ/バラ/キク｣

裏表紙 (反古紙)､墨書 ｢星の空外士盈/空外士盈｣

20枚目 墨書 ｢40年4月14日常｣のモクレン墨淡彩写生

23枚目 墨書 ｢明治38年5月 1日寛之｣の牡丹墨淡彩写生

花 ･烏 ･虫 ･蛙など表紙に墨書されたものの綿密な写生帖にまとめられている｡40年のものも

あるが､ほとんど38年の5月､8月､12月の写生である｡裏表紙は破れなど傷みが甚だしい｡
7 『美工紀州行』 明治38年 34.5×24.5cm 和紙 21紙 (表紙､裏表紙含む)､右綴じ

表紙､墨書 ｢38年の秋 紀州行/罵生帖｣ ｢明治38年11月/合田-峰先生付添/ノモ トニ美

工給重科/第三学年生徒/紀州熊野勝浦港付/近二修学常生旅行ヲ/ス.｣ ｢(コノ写

生ハソノ時ノ/記念ノモノ)/古座､艦挙寺見学｡/瀞峡､相瀬見学｡/那湊見物｡/那

智ノ宿屋/佐藤禎書方二宿泊｡｣

裏表紙､墨書 ｢土塀内ノ柳/暮 仲田-ノ/葛生下ガキ/鴨 佐野有年/ノ葛生/其他反古ノ

中/ヨリ切抜キクル/モノ二三ヲ貼付/ケテオク｣ ｢星野蔦次郎｣ ｢吉田山ノ松｣の

墨写生あり

紀州熊野勝浦に写生旅行した時のもの､表紙裏から17枚目まで勝浦付近の海岸風景などの墨写

生が続く｡以下､裏表紙の裏まで､鷹､桜の墨写生の貼り込みがある｡

8 『美工専攻科』 明治39年 17.0×24.5cm 和紙 13紙､右綴じ

表紙 (洋紙反古紙)､墨による人物や ｢山紫水明｣の落書きがある｡

裏表紙､墨書 ｢京都市立美術工塾学校/絵画科専攻科第壱学年/生｣､ ｢明治39年6月6日｣

2枚目 墨書 ｢6月6日空也之下流にて駕｣の墨淡彩の滝の写生が三図ある｡

5枚目 墨書 ｢June.1906.KUGAI｣のパンジー墨淡彩写生

以下､滝の写生､ ｢6月28日｣の家の写生､人物戯画､ ｢如意獄｣の滝の写生などがある｡

9 『奉天風景』 明治39年 17.0×24.5cm 和紙 28紙､右綴じ

表紙 (和紙反古紙)､墨書 ｢丙午之夏/写生帖/空外､印空外｣､裏表紙 (同反古紙)

1枚目 墨書 ｢8月8日/奉天城外ニテ需｣の墨淡彩樹木写生

以下､荷馬車の属写生､大連市の新聞挿図貼り込み､ ｢奉天の運搬車｣や ｢鉄嶺城の壁｣の簡

単な墨スケッチ｡

11枚目 墨書 ｢奉天城外の田家｣の墨淡彩写生

12枚目 墨書 ｢奉天駅付近ニテ/7月31日｣の墨淡彩風景写生

以下､メモ書記､奉天北陵などの新聞写真の貼り込み

27枚目 墨書 ｢7月24日鴛｣の船上の墨淡彩写生､他にも船内の写生

船上からの島の写生がある｡

この年の7月24日に船出して8月半ば頃まで中国を旅行したものと思われる｡単独なのか､家

族が一緒なのかは､特に記されていないので不明であるO
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10 『奉天人物』 明治39年 17.5×13.5cm 和紙 32紙､右綴じ

表紙､裏表紙ともなし

8枚目 墨書 ｢安南地方之山｣の墨淡彩の風景

11枚目 墨書 ｢妓館｣の墨淡彩の人物と店の表風景

13枚目 墨書 ｢俳優/扮粧｣の京劇の化粧支度風景､墨淡彩

15枚目 墨書 ｢路傍/剃頭｣の墨淡彩散髪風景

年記の書き込みはないが､奉天での生き生きした臨写の見られる小写生帖になっている｡

ll 『美工時代』 明治39年 25.0×34.3cm 和紙 90紙､右綴じ

表紙 (和紙)､墨書 ｢明治39年/同40年/大正3年｣ ｢需生帖/瀞行は大正3年3月/加茂/

明治39年次頃｣､裏表紙 (和紙)､墨書なし

初め白紙5紙､以下､絵本からか西洋風景などの写し5図､華厳縁起の写しなど

17枚目 墨書 ｢上加茂 1月16日｣の松の墨写生

19枚目 墨書 ｢カラスの卵 大正5年4月26日紀伊国/目高郡松原村塩路氏別宅にて｣

｢此の日の夕烏の玉子を煮て一寸/それを食ふて大に胸を悪くす/る｣のカ

ラスの卵の着彩写生

26-30枚目 キリス トなど西洋の物語の墨や着彩の模写

31枚目 墨書 ｢40年5月5日篤｣の野鳥墨写生

41枚目 墨書 ｢41年6月7日罵｣の樹の墨写生がここまでに5紙

4.8枚目 墨書 ｢7月4E]/吉田山にて/白川村を望む｣の風景の写生
以下､鴫の細密墨写生 5紙､仏画写し､風景写生

61-72枚日 揮峡らしさ風景の墨写生

以下､鉛筆書 ｢10月11日写｣の着物女性5紙､西洋婦人図など､最後に紙質の遭う6紙に家の

墨淡彩写生などがある｡表紙に書かれているように､数年のものを後日まとめた写生帖になっ

ている｡

12 『伏見近隣』 明治40年 22.8×15.0cm 和紙 40紙､右綴じ

表紙 ･裏表紙とも教科書 『日本地理』 (明治27年発行)を使用｡裏表紙に朱書 ｢星野蔵｣

3枚目 墨書 ｢10月12日朝/木屋町大根洗い｣の墨淡彩写生

15枚目 墨書 ｢竹田街道の雨/10月20日｣の墨淡彩写生

40枚目 墨書 ｢明治40年 9月9日/作之｣

写生帖として作られて､常時携帯したものなのか近隣を歩いた写生が多く短期間のうちに使用

された写生帖になっている｡

13 『神楽ケ岡 1』 明治41年 22.0×15.3cm 和紙 46紙､右綴じ

表紙 (茶和紙)､墨書 ｢明治41年11月30日/需生帖｣､裏表紙 (茶和紙)､墨書 ｢星野寓次郎｣

裏表紙裏､墨書 ｢21歳22歳/神楽ケ岡｡吉田上大路｡/美術工塾学校専攻科｣

1枚目 墨書 ｢明治41年11月30日､同42年2月迄/桃山｡出町｡江州守山｡中村｡へそ村

/野洲｡深草､稲荷､今熊野､吉田山｡｣など､写生の場所の覚えになっている｡

以下､桃山の風景､桐､ぐみの木や､出町橋川端での縫い物をする女性二人の後姿の墨淡彩写

生など

8枚目 ｢守山にて 滋賀鯨/12月2日/栖鳳先生/翠峠先生/竹杖会の/人々/華秋､

高容/麦偉氏/等と共に/中村｡へそ村/穴村､野洲/に至る｣

以下､赤子を背負う女子､炊事をする婦人､炊事場､農家､などの墨淡彩写生｡
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18枚目 墨書 ｢12月13日画室｣ ｢霞明君/の墓室｣の画室の墨淡彩写生があり､前後には､

絵を描く西村霞明の写生､眠った顔の写生などがある｡

23-24枚目 墨書 ｢自分は生れつき阿房で/あったことは自分も/よくよく知ってゐる｡人は

皆えらく兄へる/それに勝たうとは恩は/ないが只黙ってそれを/大に学ぼうと

思ふ/いつの場合如何なること/をするにも常に親が/見てゐたらと思ひ親の/

ため少しでも親を安JL､/さすためまた親の好ま/るることであれば何でも/一生

懸命にやろう自分は/阿房な智恵に後悔すること/なく親を敬ひ親を大事に/す

ることは寝ても醒めても忘れぬ/ように努めること､これ一つだけは/信仰にし

よう他に自分の/阿房/さや/無智/無能力さを/知らずに/慾ぼった望/みや

願ひは/あるけれどよしそれ/は叶はなくとも親を/大切に思ひ大切にする/こ

とだけは全力を姦し/ておき度い｡｣

25枚目 墨書 ｢明治42年/1月 9日/榊原紫峰君/と共に/江口鶴州君も/同伴/雀を/

撃ちに｡｣の墨竹林写生

27枚目 墨書 ｢1月9日罵｣｢行末は何になるであろうか｡/明日のことさえも解ら/な

いではないか｡/今から先のこと/は自分/の阿房/な智/悪で考/へてみて/

も何に/もなら/ない/ではな/いか｡｣

36-37枚目 墨書 ｢蛙は上手に泳ぐ蜂は巧みな巣をつくる/犬や弓苗もそれぞれ特技をもち勤め

をもっ/てゐる｡けれど彼等には親孝行といふもの/が無い､親孝行といふもの

は人間社食だ/けのものであるらしい｡/或は古い昔の/支那の思想又は/何か

の政策に用ひ/られたものかも知/れぬ｡/親孝行はよいことかつまら/ないこ

とか私には知る必要は/ない､只その理屈は倫理学者に任して/おけばよい自分

は智恵も才能も乏し/く何の能力も持たぬ人間であるが/阿房ながらカーつばい

だけの親孝行をし/ておくことは決して口に出すことなく親に安心/して頂くた

めに日 能々く行ふてゆくべきこ/とである｡現在の自分を反省して親孝/行者で

あるといふ自信はまだまだ〆′′〆〟/どうしても持ち得ない｡｣

43枚目 墨書 ｢親を大切に/する/それだけは/充分に/しておき/たい/自分は常に/

親を/大切に/して/ゐない/から/さ/う/思ふ/のかも/知れぬ｡｣

44枚目 墨書 ｢襖からかみ模様の松白地に雲母摺り｣ ｢もう夜がふけました｡父上様/母

上様/おやすみ/なさい/私も/休まして/もらいます/神楽ケ岡/の下宿屋/

にて｣ ｢寒い/寒気/酷烈｣

この写生帖は､使用された年末から正月の時期がそうさせたのか､日記風な記述の多い写生帖

になっている｡恐らく初めて親元を離れた一人の下宿生活が日常生活と自分自身への内省へと

誘われたのだろうと思われる｡そうした時に空外の心に現れたのは､両親への愛情と感謝であ

り､青年らしい将来への不安の中で､たとえ何もできなくても両親への孝行だけは忘れまいと

した純真な決意であったことが理解されるのである｡

14 『写生合本 1』 明治40年 25.0×17.0cm 和紙 236紙､右綴じ

表紙 (和紙)手作り 墨書 ｢篤生帖｣ 裏表紙 (和紙)手作り 背墨書 ｢葛生帳 明治40年頃｣

裏表紙裏 墨書 ｢自分は涙を流して今は亡き両親を拝む｡｣

裏表紙内扉 墨書 ｢40年以前の古い/篤生帳をひき/出しててすさびに/此の寓生を試み/

る｡｣の茄子の着彩写生｡墨書 ｢しげ茄子｣ ｢昭和22年/7月2日夜写之｣

つまりこの写生帖は､戦後になって再整理された合本になっている｡

1枚目 墨書 ｢明治40年12月13日窯/竹田街道にて｣の樹木墨写生

3枚目 墨書 ｢12月13日寓/九条村｣の農家の墨淡彩写生
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4枚目

29枚目

45枚目

48枚目

墨書 ｢12月15日修学院村より/白川村を望む｣の風景墨淡彩写生

墨書 ｢15･淀にて｣の柳と橋の墨淡彩写生

墨書 ｢村上華岳氏構想の様｣ ｢2月5日/空外窯｣の墨人物写生､詰め襟の学生

服姿の華岳が絵筆を持って考え込んでいる様子が描かれている｡

墨書 ｢中村不折筆空外模/明治41年2月5日夜 2時頃｣の模写縮図､他に不折の

巴里での制作の写しが二点ほどある｡

以下､特に書き込みはなく､樹木､西洋人物､風景の写生が続く｡

92枚目 墨書 ｢明治41年 3月28日臨需/美術学校々友舎展覧合/特別陳列｣の縮図が10図

ほどあるが､作者名の記録はない

97枚目 墨書 ｢明治41年/3月31日八丁縄手より横大路村を見る｣の墨淡彩写生

112枚目 墨書 ｢明治41年4月22日/紫峰君と波光君/鞍馬路にて｣

120枚目 墨書 ｢古き寓生帖を集めて/千九百十一年一月｣

121枚目 墨書 ｢初夏之小栗栖村/5月17日｣の風景着彩写生

以下､牡丹､農家､風景､家鴨､人物､など､

146枚目 墨書 ｢六地蔵/明治40年8月｣の僻轍的に見た家並の写生

以下､八重桃､樹木､家並､椿､など､

166枚目 墨書 ｢大坂電燈合社｣の舟溜まりと家並の墨淡彩写生

183枚目 墨書 ｢明治41年7月｣の中扉風になっている0

184枚目 墨書 ｢7月5日加茂川下流/高橋附近にて駕｣の緑樹着彩写生

185枚目 墨書 ｢北米アラスカの新市街｣の写真からの精密な写し

以下､ トンボ､ねずみ､六地蔵の丘陵の着彩写生､百合､など､

203枚目 墨書 ｢5月8日駄馬｣の墨淡彩写生

以下､ ｢うまのあLがた｣の野の花､笹､青楓､よもぎ､えんどう､ぼたん､つつじ､すみれ､

など､野の花の写生が続く｡

220枚目 墨書 ｢5月4日比叡山頂｣ ｢明治40年/5月4日比叡山/頂上｣ (戦後に整理し

た時に書き込んだもの､他にも随所に類例あり)の学校から皆で写生に出た折の

スケッチ､同級の松宮賓を写生したものもある0

222枚目 墨書 ｢給はがき波光筆｣の淡彩のつながれた荷馬の写し

以下､再び ｢5月8日｣の駄馬､鵜､ ｢5月10日雨中､仙洞御所の森｣の樹木の

風景､葵祭りの人物､浅井忠作 『初冬』 (大原女､所在は不明)の縮図など､

15 『写生合本 2』 明治40年 25.2×17.5cm 和紙 292紙 右綴じ

表紙 (和紙)手作り､墨書 ｢篤生帖｣､背墨書 ｢罵生帖明治41/2年頃｣

表紙裏､墨書 ｢明治40年郷土風景/同奈良風景/同保津川/明治44年淀川 (橋本風景)/大正

3年松竹梅｣､裏表紙 (和紙)手作り､墨書なし

裏表紙裏､墨書 ｢何たる下手な駕生であろうか､/然しさう量るにも及ぶまい､怠らず勉強を

つ けゞて/ゐるう ちには吃度上達するであろう｡又さうならな/くてはならな

い｡/此駕生帳も自然に乏失する迄捨てるのは見合すが/よい｡親に買って貰っ

た紙だ親の恩を忘れぬために/も又昔を思出すためにも自分の手で保存できる間

は/保存して置くがよい｡｣

この写生帖も表紙の体裁から見て､戦後の昭和22年にNo.27と同様に再編集してまとめた約7冊

分ほどの合本になっている｡

1枚目 墨書 ｢明治40年 7月24日｣の墨淡彩の家並風景写生

以下､25日京橋､中書島の墨着彩風景､ ｢7月25日午後 1時/八十歳の婆々の蓋寝す｣の墨淡
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彩人物写生､御春宮の樹､ トウモロコシ､茄子の着彩写生など､

12枚目 墨書 ｢芳年君は南向に/Ft米は北向にな/って篤生した所/8月2日/伏見今富

橋｣の着彩風景

以下､同日の伏見､3日の辻桃岸氏の家で久我村の風景など

18枚目 墨書 ｢8月4日/芳年桃岸両氏と共/に御春宮にて寓す/筆法は雪/舟にならふ

て/やる/つもり/であったのだが｣の人物墨写生

21枚目 墨書 ｢明治40年/8月17日篤/一口村にて此所にて贋江君と一所に瀞いだ｣の池

の舟着場の着彩風景写生

25枚目 墨書 ｢東寺あせぐらの浦がわつきあたりは東の門からはひった前である/五位鷲

の子がたくさん餌を求めてゐる両岸の樹木の生へ方一寸趣がある/8月31日寓生

す｣の墨淡彩風景

29枚目 墨書 ｢東寺の森 8月31日篤炎熱焼くが如きなりき/此の時猪飼さんに出合った｣

の森の着彩写生

39枚目 墨書 ｢明治40年 7月/ 1日竹内栖鳳先生/西山翠峠先生/引率のもとに専攻科/

生徒葛卒業生住谷氏/を加へ一行奈良見/学の記念篤生｣

以下､行基堂､春日野の鹿､雨やどりした浄土堂､7月2日､興福寺の五重塔､自重寺､3日､

新薬師寺､法隆寺などの建物､風景の写生がある｡71枚目に墨書 ｢皇紀二千五百六十七年 7月

1日作之｣とあるから､ここまでは､奈良の写生旅行のために作られたことが知られる｡

72枚目 墨書 ｢明治40年｣

以下､6月3日写生のバラ､山水図縮図､渓流写生､など

106枚日 墨書 ｢明治40年/6月の/9日夕篤｣の空外らしさ人物が夕食の前に写生をして

いる墨淡彩の居室風景｡

110枚目 墨書 ｢郊外栗生 興平筆｣の縮図

111枚目 墨書 ｢ひる寝/むら上君｣の村上華岳の墨写生

112枚目 墨書 ｢星野空外/南陽君夏向きの頭をして而も/雪舟さんの 港の図の /

を脱みながら尺八を吹く様/丁度昔雪舟/さんが尺八お好/さであって画を/か

くあいだに尺八を/吹いてられた姿が/しのばれるので/余は恩は/ず画筆/杏

手に/して-｣

｢明治丁末水無月2日/朝需之/明治40年 6月2日｣の樫野南陽の墨淡彩写生

119枚目 墨書 ｢僧雪舟筆山水書巻｣｢5月17日模｣

以下､向嶋村の墨淡彩風景､三栖の風景､淀､竹田街道､巨椋池､などが､順次5月の日を追

って写生されている｡

145枚目 墨書 ｢明治41年 2月18日｣の墨風景写生

以下､黒谷､下加茂の風景､雪舟の縮図､馬､梨の花など､

176枚目 墨書 ｢4月7日八重樫/学校の園にて/寓す｣の墨淡彩

183枚目 墨書 ｢学校内にて寓/桃樹 4月12日｣の墨写生

以下､蒲公英､桜花､など､

193枚目 墨書 ｢明治39年｣ ｢芳文先生筆/空外締模｣の雀

194枚目 墨書 ｢5月3日/芳文筆/Rj米模｣の雀

195枚目 墨書 ｢明治44年星野空外｣ ｢葛生帖44年/はる2月｣これは､独立した写生帖の

表紙そのままである｡整理した時に一緒に合本したものである｡

206枚目 墨書 ｢枚方にて/3月4日/明治44年｣の家の墨淡彩写生

以下､卒業制作の 『淀川』に使われている橋本付近の家並風景の写生がある｡

217枚目 墨書 ｢4月21日吉祥院天満宮境内雛天堂｣の墨写生

Ilo-



250枚目 この写生帖の裏表紙にあたるもの

251枚目 墨書 ｢需生帖 大正3年冬 空外｣

これも､また別の独立した写生帖の表紙になっているものである｡

253枚目 墨書 ｢大正/3年/11月/11日｣の墨淡彩の農家写生

以下､菊､竹､松､桜の枝､竹林､海岸風景など､特に目立った書き込みもなく､簡単な墨に

よる写生帖になっている｡

292枚目 独立した写生帖の裏表紙にあたるもの｡

16 『神楽ケ岡2』 明治41年 32.5×24.0cm 和紙 65紙､右綴じ

表紙 (和紙)､墨書 ｢明治41年10月/駕生帖｣ ｢大正12年大風災/の時二階の押入の/壁と共

に吹飛ば/され雨晒しにな/ってゐたもの既に/- 卜役以上も済んだ/古葛生寧

ろ保存/の世話がもっとも自然に免/れて幸いくらいに恩/ってゐたもの後日近

所/の人厚意をもって/届けてきて下さる｣､ ｢明治四拾壱年拾月製之｣

表紙裏墨書逆書 ｢41年初冬神楽ケ岡にて/空外/角印空外｣

｢秋自梧桐馨裏得/寒如促織語中二催｣

裏表紙 (和紙反古紙) 墨書 ｢明治41年/明治42年/神楽ケ岡/村山方に止宿｣ ｢星野空外｣

10枚目 墨書 ｢11月7日/巨椋堤｣の樹の写生

14枚目 墨書 ｢11月7日/巨椋村にて｣の農家の写生

20枚目 墨書 ｢11月10日/真如堂/内ニテ｣の山門の写生

45枚目 墨書 ｢くぬ木正月23日駕｣の樹の写生

17 『鉛筆人物』 明治42年 11.8×16.0cm 洋紙 35紙 右綴じ

表紙 (厚板紙) 表紙裏に人物鉛筆淡彩

裏表紙 (厚板紙) 裏表紙裏に墨書 ｢明治42年 2月/星野空外｣

ほとんどが鉛筆による正月の人出を描いた人物スケッチである｡

23-24枚目 鉛筆書 ｢三十三間堂の夕｣の鉛筆淡彩写生

28枚目 鉛筆書 ｢大阪市の火事 8月 1日午後2時頃｣の鉛筆淡彩写生携帯用の市販のスケ

ッチ帖である｡洋紙なので鉛筆が使用されている

18 『比叡山 ･新宮』 明治42年 25.5×33.5cm 和紙 96紙､右綴じ

表紙 (和紙)､墨書 ｢明治42年 大正3年/罵生 比叡山42年/六地蔵42年/箱根42年/新宮

大正3年冬12月塩崎君の宅にて｣､裏表紙 (和紙)､墨書なし

6枚目 墨書 ｢駕生帖 42年なっ 空外｣の中扉の体裁がある0

7枚目 墨書 ｢8月12日/根本/中豊｣の墨 ･着彩写生

12枚目 墨書 ｢比叡山信徒宿院にて/夕飯の時間は未だ来ぬ波光氏は室の西の端に自分は

/東の隅に寝ころんて沈黙して居る前夜の眠りが足りな/かったため唇を関くべ

く気乗りがせぬのであろう 趣さのある/夏の山寺の座敷に紫峰氏と霞明氏は碁

石を片附/けて煙草を薫ゆらし乍ら何が語り合って居る四辺の巨/杉に蛸やつく

つく法師やらが夏の夕暮れを心忙しさうに鳴き/くさる清閑な所に於て波の声は

都会に於て電車や/馬車の響とその場所から比例して聴しく感じる度合が同じと

而も一種厭な悲哀な声である杉と杉との間二間に足ら/ぬ所から大津の全市が見

える柴田成教君もその一分子である今を/三井寺の画稿を作って居だろう｣

13枚目 薬書きの農家の墨画写生､28枚目まで関連する写生

15枚目 民家 ･墨画淡彩写生､縫い物をする半裸の女性
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35枚目 墨画 ｢10月12日/東海道沼津駅にて/作之/東京行/42年あき10月/空外｣

36枚EI～39枚目に行程と簡単な金銭出納の記録が記されている｡

それによれば､11日に京都を出発し､12日静岡の周辺を見て歩き､夜には､沼津

に泊｡13日東京着｡16日美術協会展や美術学校の展覧会｡17日に文展を見て､鎌

倉､鎌倉に泊してから箱根､20日箱根松坂ホテルを出発して静岡 (5.30)､名古

屋 (ll.08)､京都 (3.58)に帰りついている｡

41枚目 墨書 ｢あしの湖10月19日｣の風景写生など､48枚目まで

76枚目 墨書 ｢2月16日/風の日丹鶴城より｣の舟泊まりの写生

従って､明治42年の10月は東京見物で展覧会を見たり､鎌倉､箱根を歩ったりしているが､写

生は､箱根だけである｡大正3年の12月から翌年の2月までは新宮の友人､塩崎宅に滞在して

いたようである｡

19 『亀岡 ･白川村』 明治43年 24.7×17.0cm 和紙 29紙､右綴じ

表紙 (和紙)､墨書 ｢4拾3年春2月/星野空外｣

裏表紙 (和紙)､墨書 ｢亀岡/上鳥羽/白川/明治43年 2月/新調｣

1-4紙､西洋絵画の模写など

5紙 (9P目) 墨書 ｢入江波光筆/寒林図中之/小禽｣の烏の写し

6紙 (10P目) 墨書 ｢聖恩寺の森/自宅より零す/4月10日｣

7-8紙 墨書 ｢2月12日/丹波亀岡にて｣の風景細密着彩写生

24-26紙 2月 6日の白川村の風景写生

27紙 (54P目) 舞妓写生

29紙 (57P目) 墨書 ｢2月12日/丹波亀岡にて｣の風景着彩写生

20 『絵専時代 1』 明治43年 24.3×32.0cm 和紙 34紙､右糸綴じ

表紙 (和紙)､墨書 ｢明治43年 9月｣ ｢寓生帖 43年/の9月｣

右下､朱丸印 ｢空外士盈｣､左下､青方印 ｢空外士盈｣

裏表紙 (和紙)､半分破損失｡

4枚目 墨書 ｢9月8日｣のおしろいばなの墨写生

10-15枚目 墨書 ｢9月14日｣のアヒルと餌場､垣根の淡彩写生

28枚目 墨書 ｢吾が友松宮君の像｣の墨人物

30枚目 (裏頁) 墨書 ｢11月7日/大雲院にて/時代祭の馬｣の写生

33枚目 (裏頁) 墨書で住所氏名のメモ書きあり｡

他に､椿などの墨写生がある｡

21 『塩原温泉 1』 明治43年 24.7×33.0cm 和紙 29紙､右糸綴じ

表紙 (和紙)､墨書 ｢明治43年10月/栃木賭塩原風景/その-｣ ｢葛生帖 43年/の10月 星

の空外｣､裏表紙 (和紙)､墨書なし

1枚目 墨書 ｢10月21日雨/塩原の山/ふちや/温泉宿の/三階より｣の淡彩風景写生｡

それが5枚目まで続く｡

6-9枚目 一本の樹の写生｡

以後､同様な風景と樹木の野の写生が続く｡20枚目は､紙を半分足して空間を延ばしている｡

21枚目 山村農家の淡彩写生｡

22枚目 渓流の大岩の丁寧な淡彩風景写生､ ｢野立石｣の書込みあり

23枚目 墨書 ｢天狗岩｣の風景写生｡
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25枚目 墨書 ｢西那須野駅/待合室より写｣の淡彩駅前風景｡

22 『塩原温泉2』 明治43年 24.0×32.3cm 和紙 13紙､右綴じ

表紙 (和紙)､墨書 ｢明治43年10月/栃木賄塩原風景其二｣

｢駕生帖 43年/の10月 星の空外｣

裏表紙 (和紙)､墨書 ｢明治43年10月21日/ (23歳)｣

1枚目 墨書 ｢栃木願塩谷郡/塩原村湯本塩原/ふじ屋六平方門前にて｣

｢10月21日/新湯/温泉の宿｣の墨の宿屋写生｡

以下､3枚目､樹､7枚目､山小屋､10枚目､森の枯れ木､12枚目､湯元の温泉場の風景など､

いずれも淡彩の写生がある｡

23 『絵専時代2』 明治43年 9.8×14.5cm 洋紙 26紙､右綴じ

表紙 (厚板紙)､裏表紙 (厚板紙)とも墨書なし

裏表紙に鉛筆による汽車賃など金銭出納のメモ､時刻の控えの書き込み

3枚目 鉛筆書 ｢10月15日車窓より｣の富士山の鉛筆淡彩写生

5枚目 鉛筆書 ｢風月堂にて/菱田春草氏｣の後姿の鉛筆スケッチ

以下､塩原の書き込みと ｢龍ケ鼻｣などの風景の簡単なスケッチがある程度である｡メモによ

ると､汽車賃は､89円88銭､急行券が､48円05銭

15日9時25分発で､新橋には､11時20分に到着している｡富士山の写生があるから､朝に出発

して､夜に着いたのだろう｡ ｢17日博物館20｣のメモもあるので､第4回文展も見た筈である0

その後20日に塩原に入っている｡京都には25日頃帰っている｡ ｢8時45分発/新橋より京都ま

で/切7947/急8644/京都10時35分着｣であった｡

24 F桧専時代3』 明治44年 27.5×38.5cm 和紙 31紙､右綴じ

表紙なし (欠損)､裏表紙 (和紙反古紙)､墨書なし

1枚目 半分欠損､墨による鹿の写生 (2枚目も)

8枚目 墨書 ｢明治44年 9月 1日｣のおはぐろとんぼの写生

9枚目 墨書 ｢4月16日常｣のすずめの写生

19枚目 墨書 ｢1月11日模｣の浮世絵の縮図模写､色の書き込みあり

27枚目 墨書 ｢明治37年 6月/入江一雄/朱丸乙印｣の兎の写生

28枚目 同じく兎の写生､裏面朱筆 ｢図書保管第 号 (兎)｣

空外以外の写生も綴じられており､順も不正確､後年バラバラのものをまとめたものと思われ

る｡空外らしさ写生は､ほぼ明治44年の頃と推測される｡

25 『絵専研究科』 明治44年 24.3×32.7cm 和紙 33紙､右綴じ

表紙 (和紙)､墨書 ｢明治44年｣ ｢需生帖 44年/のなっ 空外｣

裏表紙 (和紙)､墨書 ｢明治44年/7月27日/ (24歳)｣

1枚目 墨書 ｢7月27日/紫蘇｣の淡彩写生､同じく翌日2-3枚目

4枚目 里芋畑の淡彩写生

5枚目 7月31日の鳩の淡彩写生

9枚目 墨書 ｢梨/8月7日｣の樹に実る梨の淡彩写生､以下14紙にわたって､8月に梨

の写生がある｡

17枚目 モグラの淡彩写生

20-21枚目 8月26日の葉鶏頭の淡彩写生

ー13-



ほぼ､ 1カ月でこの写生帖を終えている｡紫蘇と梨の写生に集中しているのが､特徴的な写生

帖である｡他に､6枚目には､ トンボの写生の貼り込みなど､三種の トンボの写生もある｡

26 『日野村樹木』 明治44年 24.4×33.6cm 和紙 49紙､右綴じ

表紙 (和紙)､墨書 ｢罵生帖 44年の/あき拾月 空外｣､裏表紙 (和紙)､墨書なし

2枚目 墨書 ｢10月6日/日野村｣の農家淡彩写生

3-16枚目 樹木や木の葉など主に墨による11月の写生

17枚目 死んだ子鼠の墨写生

以下､墨による樹木のある風景､林などの写生が申し､で淡彩は少ない｡

30枚目 椿の樹の淡彩写生

48枚日 子鼠の淡彩写生

27 『写生合本3』 明治39年 25.0×34.0cm 和紙 132紙､右綴じ

表紙 (反古紙)､墨書 ｢星野｣､墨方印 ｢空外｣

｢明治39年以後の絵反古/明治39年満州スケッチ/明治41年渡辺華山/一掃百態

の模写/明治43年まで/博物館新年/陳列の模写/支那画模写二枚/烏頬の写生

戸模写/歓喜天女の模写 牛 虎/人物岩 衣笠の風景写生/樹木 烏 上烏羽

村の写生｣､裏表紙 (反古紙)､墨書なし

2枚目 中国人物の墨写生

3枚目 紙を継いで横倍にして満州の城外墨写生

4枚目 同じく､荷馬車の墨写生

8枚目 幌のある人用馬車の淡彩写生､9､10枚目も同じ墨の写生

13枚目 紙を継いで縦倍にして仏塔の墨写生､15枚目まで満州写生

16-28枚目 渡辺華山 ｢一掃百態｣の近世人物風俗模写

30枚目 墨書 ｢明治41年 1月10日/博物館 (新年陳列)｣､徹山の武家人物作品の淡彩模

写など､模写三紙

33枚目 墨書 ｢疑冬花 (ふきのとう)｣､謄写印刷で ｢明治十年 月 日篤之｣とあり､

明治36年3月5日の書き込みがある｡乙の朱丸印｡根元から掘り出した くふきの

とう)の淡彩写生

39-40枚目

41枚目

42-44枚目

44枚目

この三紙は､

46枚目

鳥の淡彩写生､40枚目は､右下に空外の朱方印あり

芳文作品の模写

洋紙､43枚目のペン書 ｢2月17日/動物園○○篤○○｣
ペン書 ｢戊成春二月/於動物園｣の鉛筆墨淡彩のおしどり写生

明治31年の写生になるので､最年少のものと言える｡

梨の果樹におはぐろトンボを配した縮図､明治44年の写生帖に同様の写生がある

ので､これと同時期のものであり､おはぐろトンボの位置など貼り込みもあるの

で､作画のための小下絵とも推定できる｡

以下､仏画や雪舟､浮世絵の模写などが続く｡

75枚目 墨書 ｢漁夫の娘/8月29日/巨椋にて｣の娘の顔の淡彩写生

80-85枚目 大岩の墨写生

以下､風景や洋画の模写､藤島武二の ｢西班牙の踊子｣ (97枚目)､樹の墨写生など｡

112枚目 ｢画界漫語抜記｣として､墨書14行

113枚目 墨書 ｢伏見石峯寺之門昔若沖が禅学ヲ修メテ花鳥図ヲ/作ッタノハ此ノ寺デアル

此ノ日給之具ヲ忘レ一文菓子屋二テ/給之具ヲ求メタ (一箱二銭五厘)/9月20
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日寓/門より離るる事約三間｣の石峯寺の門の淡彩写生

114枚目～129枚目 民家の淡彩写生など

130枚目 墨書 ｢竹田村にて｣の機織りの婦人の墨写生

この写生帖は､一枚ものや綴じ忘れのものを後年に再度まとめたものであるが､それだけに空

外自身の眼が入っており､内容として多彩に充実している｡特に､明治31年の10歳の頃の動物

園でのスケッチが残されていることは､興味深いだけでなく､少年としても優れた観察を見せ

ているものだけに､星野空外についての貴重な資料というべきだろう｡

28 『写生合本4』 明治38年 33.6×24.6cm 和紙 135紙､右綴じ

表紙 (洋紙)､墨書 ｢星野空外/駕生 明治38年柿､黄萄葵/明治40年丹波奥地 下鴨/明治

43年丹波亀山 淀 三栖 白川/明治41年 8月 夏の梅の樹/大正10年/反古の

うちよりのこして綴じておく｣

表紙裏､墨書 ｢明治43年 淀､三楢､白川､銀閣寺附近､丹波亀岡｡/明治41年 李､梅｡/

明治38年 柿､黄萄葵/明治40年下加茂の森にて｡伏見の柳､鞍馬道､丹波路/

御苑内の木｡｣､裏表紙 (反古紙)､墨書なし

1枚目 墨書 ｢明治43年/ 1月 淀｣の墨淡彩農家風景

6枚目 墨書 ｢白河村/2月6日｣の墨写生数棟の土蔵

13枚目 亀岡の風景､墨淡彩

14枚目 墨書 ｢明治43年/2月12日亀岡にて｣の墨淡彩風景写生

24枚目 墨書 ｢明治39年/○○｣ ｢御春宮の西｣の樹墨写生

30枚目 墨書 ｢三八の乗手｣の墨淡彩風景写生

以下､50枚目までは､数種の樹木の墨写生が続く｡

48枚目 墨書 ｢明治41年 8月｣

51枚目 墨書 ｢菊地芳文先生/河北霞峰先生/に童を習う頃｣ ｢明治38年 9月｣として､

その頃の校内での柿や草花の写生がまとめられている｡

56枚目 墨書 ｢9月15日写/於校内｣ ｢明治38年｣の月見草墨淡彩写生

58枚目 墨書 ｢桃山二テ/9月17日寓｣の柿の墨淡彩写生

64枚目 墨書 ｢明治40年秋/村上華岳君山内臥雲君と共に丹波路の/紅葉の写生にゆく｡

旅程六日間｡ ｣

空外が､写生の小旅行に出発したのは､この年の11月15日のことであった｡墨書はこの写生帖

の中扉のような体裁になっていて､以下11月16日の八ケ峰の紅葉樹などの写生が続く｡

74枚目 墨書 ｢40年/11月15日/丹波中村｣の墨淡彩風景写生

87枚目 墨書 ｢明治40年11月17日/田歌峠/山内信一君/村上華岳君/みな別れ別れに/

なって写生する｡｣

100枚目 墨書 ｢17日田歌唐戸下流｣の墨淡彩風景写生

106枚目 墨書 ｢18日佐 里々｣

115枚目 墨書 ｢明治40年11月/18日佐々里峠ニテ寓生 村上華岳君/と共に｣

118枚目 墨書 ｢村上君と共に日暮れて/にぎり飯を食いっつ/走る/18日原地｣

122枚目 墨書 ｢19日扱馬道｣の樹､小屋､大八車の墨淡彩写生

133枚目 墨書 ｢下鴨の森にて/明治40年11月30日寓｣の樹幹の墨写生

135枚目 墨書 ｢星野寓次郎｣ この写生帖の最終頁なので署名をしている｡

29 『鉛筆風景』 明治43年 14.0×18.4cm 洋紙 18紙､右綴じ

表紙 (厚板紙) 内扉にペン書 ｢明治43年 5月16日/星野空外｣､裏表紙 (厚板紙)
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6-7枚目 鉛筆書 ｢5月24日/発車まつ問｣｢ステーションは何となく物凄/い七条駅の北

は京都と云/ふ戦争の地で南は一面田/園で只落武者の様な/癒えがぽつぽつあ

る｡｣の鉛筆淡彩スケッチ

他に車窓からの深草の遠景､月見草の着彩スケッチがあり､駅での人物スケッチもある｡

13枚目 水彩によるイメージ風な人物画

これも携帯用の市販のスケッチ帖である｡七条駅から汽車に乗った時の写生が中心になってい

る.鉛筆がほとんどだが､水彩によるイメージ画は他の写生帖にはない珍しいものである｡

30 『鉛筆写生 1』 明治45年 18.7×29.2cm 洋紙 26紙､右綴じ

表紙 (厚板紙)､墨書なし､裏表紙 (厚板紙) 墨書 ｢明治45年 2月/星野空外｣

鉛筆による鶏､舟､猫､の写生など､特に書き込みはない｡

15枚目 鉛筆書 ｢博物館にて/45年4月｣の仏像の鉛筆着彩の写生がこの前後にある｡

21枚目 鉛筆 ･パステルによる袋付けされた梨の果樹の写生

鉛筆とパステルの使用がこれまでの写生帖とは少し雰囲気が違ったものだが､素早いタッチの

写生が多く細密なものはない｡

31 『鉛筆写生2』 明治45年 18.7×29.2cm 洋紙 17紙､右綴じ

表紙 (厚板紙)､墨書なし､裏表紙 (厚板紙)､墨書 ｢明治45年 8月/星野空外｣

鉛筆による鶏､とうもろこし畑､カボチャ畑､など､水彩 ･パステルによる着彩写生などある

が､綴じが傷んでいるのは､破った紙も多いことを示している｡特に書き込みもなく､また素

早いタッチの写生も同年2月のNo.25の写生帖と同様であり､体裁も同じ市販のものである｡

『星野空外絵画賓料 ･写生 (まくり)』

まくりの状態の粉本類は､明治 ･大正から昭和初期頃のものと推定されるものだけでも約250紙ある｡

残念ながら､それらのほとんどについて､制作年を特定する書き込みがないので制作年に従った整理は

難しい｡しかし､その内容には､竹内栖鳳や西山翠峠などの絵手本の写し､同学の平井秀三 (楳仙)や

榊原捨三 (始更)､入江一雄などの美術工芸学校時代の写生も含まれていて全体として資料の貴重性を

高めるものとなっている｡今回は､それらの中で制作年が判断できるもの､30件を整理をした｡

それだけのうちにも､空外の美工第-学年から絵画専門学校を卒業するまでの写生が揃っている｡文

展や帝展の出品作品の下絵は､見つけることはできなかったが､それに関連するいくつかの写生を確認

できたのは､星野空外を知るいい資料になると思われる｡また､昭和になってからのまくり写生には､

それぞれに正確に年記の書き込みがあるので､終りに概数のみ付記した｡

なお､写生の題については､書き込みに従い､特にないものについては､仮題として描かれている内

容から付している｡

1 F小手』 明治35年 39.7×82.4cm 和紙 3紙､墨淡彩

右下墨書 ｢小手｣､右下印 ｢明治 十 年 月 日寛之/星野寓次郎｣､印の中に墨書 ｢三 ･

五 ･十 ･二十九｣右下朱丸甲印

2 Fつわぷき』 明治35年 78.5×54.9cm 和紙 4紙､墨淡彩

左下墨書 ｢つわぶき｣､右下印 ｢明治 十 年 月 日寛之/星野寓次郎｣､印の中に墨書

｢三 ･五 ･十一 ･十四｣､右下朱丸甲印裏下半分に墨書 ｢明治四十年一月十一日常之｣の樹木

と屋根の墨写生､他一紙裏に両の墨写生がある｡
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15 『子供の顔』 (仮題) 明治39年 36.3×23.3cm 洋紙 1紙､墨淡彩

右下墨書 ｢三十九年九月二十三日寓｣

16 『錐とイカ､ハマグリ』 (仮題) 明治39年 76.8×64.2cm 和紙 4紙､墨着彩

矩図右下墨書 ｢明治三十九年十一月三十日之夜篤生/約二時間/江口鶴洲君之ヲ持テ釆/ リ共

二葉ス寒気ノタメ指/先自由ナラズ｣

経とイカ､-マグリと二図になっている｡イカと-マグリの制作時期は不明｡

17 『白牡丹』 (仮題) 明治40年 39.5×54.5cm 和紙 2紙､墨淡彩

右下墨書 ｢明治四十年四月三十日篤｣

18 『牡丹』 (仮題) 明治40年 39.5×54.5cm 和紙 2紙､墨着彩

右下墨書 ｢明治丁未春卯月三十日寛之/於学校庭園｣

19 『白牡丹』 (仮題) 明治40年 39.5×54.5cm 和紙 2紙､墨着彩

右上墨書 ｢於寓末之歳春校園 ･踏青三十日午后｣

20 『ェンドゥ』 (仮題) 明治40年 54.5×77.0cm 和紙 4紙､墨淡彩

右下墨書 ｢午前の葉の形/午后の葉/日光強くあたるにつ/れて三ツの葉が近/寄る｣

｢明治四十年七月二十六日需生/此の日暑さ事切なり/蟻の多く豆の木より下へ/下より上へ

と/往来す/-疋の蟻余の足を噛みき｣

21 『六歌仙』 明治41年 53.7×38.5cm 和紙 2紙､墨淡彩

右下墨書 ｢明治四十一年成申一月十一日/空外模｣

22 『薮椿』 (仮題) 明治41年 54.0×77.0cm 和紙 1紙､墨淡彩

右下墨書 ｢明治四十一年四月十七日寓/黒谷の近所の薮の中にあったもの｣

23 『木瓜の花とエンドウ』 (仮題) 明治41年 54.0×77.0cm 和紙 1紙､墨淡彩

右下墨書 ｢明治四十一年四月十七日寓｣､左下墨書 ｢五月二十七日駕｣

24 『いちはつ』 明治41年 54.0×77.0cm 和紙 1紙､墨淡彩

右下墨書 ｢明治四十/一年五月八日篤｣

25 『桐の花』 (仮題) 明治41年 54.0×77.0cm 和紙 1紙､墨着彩

左下墨書 ｢明治四十一年五月二十七日寓｣､左中墨書 ｢合歓の木｣､余白に合歓の木の墨写生

26 『樹間風景』 (仮題) 明治43年 58.5×76.0cm 洋紙 1紙､墨

右下墨書 ｢四十三年/四月十二日寓生｣

裏右半分､鉛筆による樹木の写生､裏左半分の二分の一に鉛筆による家の写生

27 『青さ柿』 (仮題) 明治43年 85.0×94.0cm 洋紙 1紙､墨淡彩

墨書なし

画面右中に緑書 ｢尺三柳の○○と/大根の標本｣､同じく右中に墨書 ｢小人閑居烏/不善｣な
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どの写生には無関係と思える書き込みがあるO描かれた柿の樹木の形は､明治43年の第4E]文

展入選の ｢青さ柿とあひる｣と同形のものであるので､その出品作関連の写生と判断される｡

28 『裸婦』『淀川風景』 (仮題) 明治44年 63.2×47.2cm 洋紙上下 2紙､コンテ

制作年の書き込みはないが､2紙のうち下半分の裏に卒業制作 『淀川』の家部分の墨淡彩写生､

同じく上半分の裏には､対岸部分の簡単な鉛筆写生があるので､明治44年と判断できる｡

なお､この洋紙は竹内栖鳳の裸婦写生に使用されているものと同一のものであり､裸婦のモデ

ルも同じ女性と思われるのが興味深い｡別の写生帖から､空外が 『淀川』のもとになった枚方

の川岸風景を写生したのは､明治44年の2月と判明している｡

29 『梨』 (仮題) 明治44年 64.0×77.0cm 和紙 1紙､墨淡彩

中左下墨書 ｢八月/三十一日｣

制作年の書き込みはないが､明治44年の写生帖に同じ梨の果樹の写生が集中されているので､

同時期のものと判断できる｡

30 『畑のとうもろこし』 (仮題) 大正4年 墨書なし､7枚､7枚とも墨淡彩

1) 和紙 2紙､64.0×23.7cm 5) 和紙 2紙､35.0×46.7cm

2) 和紙 2紙､54.0×37.5cm 6) 和紙 2紙､47.5×32.5cm

3) 和紙 1紙､33.0×23.8cm 7) 和紙 2紙､37.5×53.7cm

4) 和紙 1紙､37.5×26.8cm

同じ時期と見られるとうもろこし畑での写生が､こよりでまとめられている｡同時期の写生帖

はなく､大正4年の夏､秋の出品作のための写生と思われる｡この年､第9回文展にとうもろ

こし畑と鶏を描いた六曲一隻の ｢背戸の畠｣が入選している0

昭和期のまくり写生 (未整理なので概数としておく)

昭和3年 1 昭和 9年 1

昭和19年 10 昭和20年 10

昭和23年 1 昭和27年 35

昭和30年 8 昭和33年 13

不 明 33

昭和10年 1 昭和15年 1

昭和21年 24 昭和22年 17

昭和28年 17 昭和29年 8

昭和35年 9 昭和43年 1
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星 野 空 外 略 年 譜 (年齢は満年齢)

明治21年 10月20日､京都府紀伊郡伏見町京町 (現在の伏見区京町)の農家に生まれる｡

明治35年 13歳 4月､京都市立美術工芸学校の本科 (四年) ･絵画科に入学する｡

明治38年 17歳 11月､美工絵画科三年生の紀州熊野勝浦写生修学旅行に行く｡

明治39年 17歳 3月､京都市立美術工芸学校の本科を卒業する｡

明治39年 17歳 4月､京都市立美術工芸学校絵画科専攻科に進む0

7月､満州 ･奉天に旅行する｡

明治41年 19歳 4月､京都市立美術工芸学校専攻科 (二年)を修了し､研究科に進む｡

明治40年 20歳 5月､美工生徒の比叡山写生に行く｡

7月､竹内栖鳳､西山翠峠に引率され､奈良に写生旅行する｡

11月､村上撃岳､山内臥雲と丹波路に写生旅行する0

明治41年 20歳 10月､第2回文展に ｢春の山｣が初入選する｡

この頃､京都市吉田町上王大路23地 (現在の神楽ケ岡付近)の村山方に下宿する｡

12月､竹内栖鳳､西山翠峠､竹杖会の人々､井口華秋､土田麦倦らと滋賀県の守山近

郊に行く｡

明治42年 20歳 5月､京都市立美術工芸学校研究科を一年修了の後､試験を受けて京都市立絵画専門

学校の二学年に編入する｡

10月､東京､鎌倉､箱根に旅行する｡

明治43年 22歳 10月､第4回文展に ｢青さ柿と白きあひる｣ (四曲一隻)が入選する｡

同月､栃木県塩谷郡湯本 ･塩原温泉に旅行する｡

明治44年 22歳 3月､京都市立絵画専門学校を卒業し､研究科に進む｡

明治45年 23歳 3月､京都市立絵画専門学校の研究科を退学する｡

4月､村上華岳､入江波光らと共に 『挑花会』に参加して､第3回展に ｢椿｣他､数

点を出品する｡

大正2年 23歳 3月､ 『桃花会』展に ｢入江の農｣を出品する｡

10月､第7回文展に ｢春｣ (四曲一隻)が入選し､三等貴となる｡

大正3年 24歳 3月､櫛に旅行する｡

12月､紀州 ･新宮の塩崎氏宅に翌年の2月まで逗留する｡

大正4年 25歳 5月､不動立山､玉村北斗ら10人で研究団体 『密栗会』を結成して､淀川沿岸にスケ

ッチ旅行する｡

7月､ 『密栗会』 (同人16人)の習作展を大丸呉服店で開き､ ｢観音｣ ｢牛スケッ

チ｣を出品する｡

10月､第9回文展に ｢背戸の畑｣ (六曲一隻)が入選する｡

大正 5年 26歳 4月､紀伊国日高郡松原村の塩路氏宅に8月まで逗留する0

6月､ 『密栗会』を組織替えして､村上華岳､入江波光らを加えた新同人16人で再発

足する｡

大正8年 28歳 10月､第 1回帝展に ｢秋晴｣が入選する｡

昭和 2年 35歳 3月､絵専校友会誌 『美』に ｢大津絵雑話｣を執筆する｡

10月､第 8回帝展に ｢犬｣が人選する｡
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